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本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びいたします．

﻿筋・筋膜スリングの解剖と理論﻿﻿﻿

る11）．体幹前面および呼吸の安定化，下肢の安
定化をもたらす．DFLの詳細については，文献
11をご参照ください．

 ・ バックファンクショナルライン（back func-

tional line：BFL）
 ・ フロントファンクショナルライン（front func-

tional line：FFL）
 ・ 同側ファンクショナルライン（ipsilateral func-

tional line：IFL）
・ディープフロントライン（deep front line：DFL）
 SBLは，足底～下肢後面～体幹後面～頭蓋後
面～前頭部まで達するラインである（表 1，図1）5）．
体を直立伸展した状態に保つ．SFLは，足趾先
端～下肢前面，体幹前面～頚部側面～頭蓋後面ま
で達するラインである（表 2，図 2）6）．SBLとバラ
ンスをとり，体前方の骨格筋を伸展させる．LL

は，足底～下肢外側～体幹側面～肩関節の下～頭
蓋側面まで達するラインである（表 3，図 3）7）．
前後のバランスおよび左右のバランスをとる．体
幹の側方運動や回旋運動のブレーキとして作用す
る．SPLは，後頭骨～対側の肩～肋骨前面～腹部
（横切る）～同側の寛骨前面～大腿外側～下腿前
面～足根の内側～足底～下肢後外側～脊柱起立筋
筋膜～後頭骨へと達し，二重らせん構造で体を取
り巻いている（表 4，図 4）8）．体のバランス維持
を助ける．DFALは，肋骨～上腕前面～前腕外
側～母指まで達するラインである（表 5a，
図 5a）9）．上肢の安定化の作用がある．SFALは，
胸骨・肋骨～上腕内側～前腕前面～手掌まで達す
るラインである（表 5b，図 5b）9）．体前面と側面
での上肢の動きを制御する．DBALは，棘突起～
肩甲骨～上腕後面～前腕外側～小指外側まで達す
るラインである（表 5c，図 5c）9）．肩甲帯と上肢
後面の安定をもたらす．SBALは，棘突起～肩～
上腕外側～前腕前面～手背まで達するラインであ
る（表 5d，図 5d）9）．肩と上肢の動きを制御す
る．BFLは，一側の肩～背部後面（横切る）～対側
の下肢に達するラインである（表 6a，図 6a）10）．
FFLは，一側の肩～腹部前面（横切る）～対側の下
肢に達するラインである（表 6b，図 6b）10）．IFL

は，一側の肩～同側の膝内側まで達するラインで
ある（表 6c，図 6c）10）．BFL，FFL，および IFL

は，四肢・体幹の安定化を行い，パワーを四肢に
伝達する．DFLは，足底～下腿内側～大腿前面～
脊柱前面～下顎骨と頭蓋底まで達するラインであ
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表 1▶ superficial back line (SBL)

駅（骨） 路線（筋膜）

前頭骨

後頭骨隆起

仙骨

坐骨結節

大腿骨顆

踵骨

足趾骨底面

帽状腱膜

脊柱起立筋

仙結節靱帯

ハムストリングス

腓腹筋

足底腱膜

� （文献 5より引用改変）

表 3▶ lateral line（LL）

駅（骨） 路線（筋膜）

後頭骨隆起/乳様突起

第 1，第 2肋骨

肋骨

上前腸骨棘，腸骨稜

脛骨外側顆

腓骨

第 1，第 5中足骨底

頭板状筋/胸鎖乳突筋

外肋間筋と内肋間筋

外腹斜筋

大殿筋/大腿筋膜張筋，
腸脛靱帯

前腓骨頭靱帯

腓骨筋

� （文献 7より引用改変）

表 2▶ superficial front line（SFL）

路線（筋膜） 駅（骨）

乳様突起

胸骨柄

第 5肋骨

恥骨結節
下前腸骨棘

膝蓋骨

脛骨粗面

足趾骨底面

頭皮筋膜

胸鎖乳突筋

胸骨筋

腹直筋

大腿直筋

膝蓋腱

前脛骨筋，長趾伸筋など

� （文献 6より引用改変）
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